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研究成果の概要（和文）：中国南方の複数の地域においてムスリム宗族を調査し、現地と中国、台湾、香港、ア
メリカの図書館、資料館で多くのムスリム宗族の族譜、なかにかつて外部に知られなかった族譜と失う直前の族
譜も含まれる）を入手し、それに基づいて研究を行い、研究結果として三冊の研究報告書、一冊の学術書、複数
の学術論文を発表し、本来祖先崇拝に否定的であるイスラームの信仰者たちは、中国においてムスリム宗族を結
成した原因と意義を究明した。またこの研究を通じて、二回の学術シンポジウムを開催し、中国、台湾、香港の
学者との研究ネットワークを形成した。

研究成果の概要（英文）：We surveyed a lot of Muslim Lineages in Southern China, and Collect a large 
number of genealogies(family's breeding book), including many that have never been published before.
We have achieved some research results,Including three copies of the report，An academic book and 
several research papers. We hold two academic international symposiums，established the research 
network of scholars in China, Taiwan and Hong Kong，and find out the reason and meaning of Muslim 
clans in Southern China, even the Islamic doctrine against ancestor worship.  

研究分野： 歴史学、人類学

キーワード： ムスリム　宗族組織　族譜
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究は、中国のムスリムである「回族」、

と中国伝統社会の根幹をなす「宗族」という
2 つの基本コンセプトを持ち、それに関連す
る研究開始当初研究動向もこの2つの側面か
ら見ることが出来た。 
日本の中国の回族に関する研究は、主にイ

スラームの思想と動きの研究に集中する。こ
うした先行研究は、「回族」の宗教的特徴を
理解する上で重要であるが、しかし長い歴史
を持ち、人口が 1300 万以上に上り、中国全
土に広く分布する「回族」の「民族的」特徴
を理解する上で、時代的、地域的限界が感じ
られる。つまり、近代の「回族」という民族
的アイデンティティを作り出した主人公た
ちは「回族」が集中して居住する中国西北部
の甘粛・寧夏ではなく、中国南部出身のムス
リムだったにも関わらず、この地域のムスリ
ムに関する研究は皆無であった。日本の状況
とほぼ同じであるが、欧米と中国の「回族研
究」も中国西北部にしか関心を持たず、中国
における「回族研究」もほかの国の学界以上
に西北部に重心が傾いている。本研究にとっ
て、西北の回族の経済と文化変容・社会変容
についての研究は重要な啓示を提供してい
るが、西北部地域、そして他者を区別する基
準ともなるイスラームの視点だけでは、「回
族」が中国社会へ溶け込んだ内在的要因を解
明することができないと強く感じる。 
中国の宗族に関する研究は、20 世紀に入っ

て近代的な社会科学の知識が中国に紹介さ
れてから始まったにもかかわらず、中国社会
の本質の解明、行方を分析するもっとも有効
な手法として注目され、とくに林耀華、鄭振
満、張研を代表とする中国の人類学者、イギ
リス人研究者モーリス・フリードマン
（Maurice Freedman）、香港中文大学のデヴ
ィッド・フォール（科大衛 David Faure）、
瀬川昌久を代表とする日本の人類学者がそ
れぞれ大きな功績をあげている。本研究はこ
れらの中国南方の宗族に関する先行研究の
成果を踏まえて始めたものといえる。しかし
残念ながら、これらの人類学者による宗族研
究は、ムスリムの宗族について研究せず、宗
族制度の影響によってムスリムの中国化が
遂げたという事実にも注目しなかった。 
以上の先行研究に比べ、本研究の最大の特

徴は、中国の多文化社会が形成する回路の究
明を意識し、宗族研究の手法を「回族」とい
うムスリム社会に対する研究に導入するこ
とである。研究対象を具体的な「回族村」に
絞ったため、伝統意識が強い農村社会につい
てのフィールドワークを通じて、中国のムス
リムが抱えている現実問題、とそれに対処す
る彼等の営みと知恵をリアルに把握し、よっ
て回族の本質に迫り、いままでの回族研究に

よく見られた宗教的な側面への偏重によっ
てもたらされた不足を解消し、「中国のムス
リム社会」という本質の解明に一歩近づくこ
とができる。 
 
２．研究の目的 
中国南部地域のムスリム社会を対象とする
本研究は、①複数の「回族村」に対するフィ
ールドワークを通じて、②族譜などの歴史資
料を手がかりに、③さらに中国南部の漢族ま
たは「客家」社会、そして各「回族村」間の
比較を通じて、1,中国南部のムスリム社会で
なぜ漢民族社会と同様に「宗族」が形成され、
その機能はなにか；2,ムスリム社会の「宗族」
は、その組織構造、構成要素が漢民族や客家
の宗族に比べ、いかなる特徴を持ち、そうな
った原因はなにか；3,宗族が形成する歴史的
プロセスにおいては、イスラームの理念との
矛盾がいかに解消・解釈・処理されたのか；
4,人民共和国時代になって「回族」として「民
族」の認定を受けてから、文化大革命以前と
以降、また改革開放期など各時期において
「宗族」と「民族」との関係がいかに認識さ
れ、使い分けられたのかを研究し、中国南部
における多文化社会形成の特殊な回路及び
その社会的意義を明らかにすることにある。 
 
３．研究の方法 
本研究は、1,地域社会の多元性、2,宗族と地
域社会の連動性、3,宗族内の秩序と生業形
態・宗族共有財産との関連性、4,宗族の構成
要因にあるイスラーム的特徴という四つの
側面から、中国ムスリムの宗族の構成原理と
特殊性を全方位かつ歴史的に検証し、本質の
究明に努める。具体的な方法は主に次の二つ
である。1,宗族を囲んでいる地域社会、宗族
の現状、祠堂・祖廟・共同墓地・祭祀と儀礼
など宗族の象徴を対象にフィールドワーク
を実施。2,そこで得られた宗族（分枝）の族
譜、各時代の土地売買や小作賃貸契約書、政
府による判決、宗族間または宗族内部の仲裁
書、各種の「族規」など歴史文書の研究。 
 
４．研究成果 
 本研究は外来者であるムスリムの漢人地
域における「入住権」の獲得と「現地化」の
実現における「宗族」の形成が果たした役割
を注目し、各地域における中国ムスリム宗族
に対する調査と同時に、古い族譜の収集に力
を入れてきた。これまで、『懐寧馬氏宗譜』（15
巻）、『江蘇如皐沙氏世系略述』、『毘陵沙氏宗
譜』、『江蘇吉安麻氏親親余亊』、『江蘇江陰曁
陽沙氏宗譜』（22 巻）、『江蘇江陰明氏（沙氏）
族譜』、『浙江斳県穆氏後穆宗譜』、『江西会昌
湘南馬氏家乗』（5巻）、『江西万載馬氏宗譜』、
『江西余干王馬二宗譜』、『広東宝安馬族譜
志』、『広東宝安馬族譜志』、『広東宝安馬族譜
志』、『広東廉使家風馬氏族譜』、『広東廉使家
風馬氏族譜』、『広東順德楊窖馬氏宗譜——台山
馬氏族譜』、『湖北黃岡馬氏宗譜』、『湖北鈣陽



馬氏族譜』、『湖北武昌馬氏族譜』、『湖北英山
馬氏宗譜』、『安徽懷寧高河馬氏宗譜』、『桐城
扶風馬氏族譜』、『連城四堡馬氏大宗族譜』（35
卷＋3 卷）、『江西贛縣馬氏重修族譜』、『銅鼓
馬氏族譜』、『江西宜春馬氏宗譜』、『雁門薩氏
家譜』、『薩氏家譜』、『河北東光馬氏家乘』、『豐
潤馬氏家譜』、『河北清縣崇倫堂馬氏宗譜』（23
卷＋1卷）、『湖南常德桃源馬氏續修族譜』、『湖
南寧鄉馬氏五修族譜』（9卷＋1卷）、『湖南醴
陵馬氏五修族譜』、『湖南瀏東扶風堂馬氏族
譜』、『瀏陽馬氏支譜』、『邵陽馬氏四修族譜』、
『河南光州馬祖常世譜』、『洛陽馬氏家譜』、
『杞縣馬氏族譜——馬氏世系』、『廣東大埔郭氏
族譜』、『廣東南雄郭氏族譜』、『廣東平遠南載
郭氏族譜』、『中山良都竹秀園郭氏家譜』、『廣
東清遠郭氏族譜』、『武昌白氏宗譜』、『河南光
州馬祖常世譜』、『洛陽馬氏家譜』、『杞縣馬氏
族譜——馬氏世系『海南瓊山海氏族譜』、『安徽
宿嶺魯氏宗譜』、『江蘇鎮江米氏家譜』、『河南
密縣米氏族譜』、『蒲氏族譜』、『江西吉安南陽
白氏族譜』、『北京白氏族譜』、『晉嶺白氏宗譜』、
『福建安溪白氏非與同安之淵源史考』、『台灣
宜蘭阿姓（前川）家譜』、『江蘇無錫安氏族譜』、
『江西泰和安氏四修族譜』、『山東博興灣頭鎮
安氏世譜』など、かつて未公刊のムスリム族
譜を大量に収集し、なかに断片的になり、消
える寸前の貴重なものも含まれている。 

これらの族譜を利用して、本研究は
「入住権」や「祖先の権利」の主張において
「宗族」の存在が非常に重要であること、入
住権獲得のための「宗族化」以前に「農業化」
と「現地化」（地域社会への貢献）、「宗族」
の創出期に必要とする「漢化」（名前の編成
法など）、「宗族」の成立以降の「科挙化」（完
全に「中国人」となる）というプロセスを明
らかにし、ムスリム社会の宗族化と科挙
試験への参加との関係、科挙試験への参
加と漢化との間にある緊密な関係を立
証し、祠堂を中心とする宗族内部におけ
る共有財産の成立と変遷の原因を検討し、ム
スリム宗族による祭祀儀式の文化記号の変
遷プロセスを分析し、漢人やほかの少数民
族の宗族組織と共通性と相違点を明ら
かにし、そして中国のムスリム社会におけ
る宗族の形成は彼らが当時直面している中
国社会と地域との間に緊密な連動性があっ
たことを把握し、本来祖先崇拝に否定的であ
るイスラームの信仰者たちは、中国において
ムスリム宗族を結成した原因と意義を究明
し、また「宗族化」は事実上「漢化」だけで
見ることができず、それは中国における多
文化社会の形成回路でもあることも明
らかにした。 
その研究結果として、本研究は三冊の研究

報告書、一冊の学術書、複数の学術論文を発
表し、またこの研究を通じて、二回の学術シ
ンポジウムを開催し、中国、台湾、香港の学
者との研究ネットワークを形成した。 
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